
富山県環境政策課



本日の説明

１ 「世界で最も美しい」富山湾！

２ 海洋ごみ問題と富山県の現状

３ 海洋ごみはどこから？

４ とやま海ごみボランティア部！



１ 「世界で最も美しい」富山湾！



立山連峰 3,000m

高低差４，０００mのダイナミックな地形

降水・降雪

海底 -1,000m

富 山 湾

豊富な水が流れる扇状地

河川水

伏流水

扇 状 地

高低差4,000m

地下水

～沿岸表層水層～

～対馬暖流層～

～日本海深層水～

～標高3,000ｍから海底1,000ｍ～

海底から真水が湧き出す
１万年前の埋没林が現存



富山でしか味わえない
最高のすし「富山湾鮨」

・富山湾は「天然の生簀」、海の幸が豊富、「新鮮」、「美味しい」

ホタルイカ「富山湾の神秘」
[旬] ３月-５月

シロエビ「富山湾の宝石」
[旬] ４月-11月

きときとの魚

紅ズワイガニ
[旬] ９月-５月

ブリ「富山湾の王者」 ぶりしゃぶ
[旬] 12月-２月

～標高3,000ｍから海底1,000ｍ～



「世界で最も美しい湾クラブ」への加盟

新湊大橋
海王丸パーク 海越しの立山連峰

2014年10月
富山湾加盟決定



２ 海洋ごみ問題と富山県の現状



海洋ごみとは



岩瀬浜（富山市）松太枝浜（高岡市）

県内の海岸漂着物

高岡市は台風直後の写真



六渡寺海岸（射水市）
小矢部川と庄川に挟まれた海岸

六渡寺海岸の海岸漂着物
県内でも漂着物が集まりやすい海岸

＜清掃直後＞

＜清掃９日後＞

繰り返し漂着するごみ

海岸や港などの機能を果たせない。景観も悪い。



県内の海岸漂着物 （令和元年度富山県海岸漂着物実態調査概況調査）
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自然物と人工物の容積の割合

六渡寺海岸

岩瀬浜

平常時

出水時

0.30
［m3/100m2］

0.65
［m3/100m2］

自然物の割合高い
東部より西部が多い

平常時の量の２倍程度⇒河川の影響

平常時

出水時

漂着物の種類（20地点、容積の割合）

平常時と出水時
の種類の割合は
あまり変わらない



ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

発泡ｽﾁﾛｰﾙ

その他

海岸漂着物（人工物）の内訳

出典:富山県・NPEC「海辺の漂着物調査報告書 2021年度」

プラスチックと発泡スチロールの合計が

９割を超えている。

45％

100ｍ2あたりの人工漂着物の内訳

49％

富山県
（5地点の平均）

6％

94％



＜用途の例＞
洗剤ボトル、台所用品、
文房具、家電部品、
自動車部品 など

＜用途の例＞
食品トレイ、食品容器、カップ麺容器、
ＣＤケース、緩衝材 など

＜用途の例＞
レジ袋、食品容器、台所用品、
ロープ、ポリタンク、
肥料カプセル など

富山県内海岸のマイクロプラスチック

容器や生活雑貨など身の回りのごみに由来するマイクロプラスチックが
県内の海岸でも数多く見られた

⇒日常生活の中でのごみの３Ｒや清掃活動の推進が必要

ポリエチレン系
（37％）

ポリスチレン系
（21％）

ポリプロピレン系
（19％）

その他（23％）

＜調査＞ 県内海岸におけるマイクロプラスチック実態調査
県内10海岸でマイクロプラスチックを採取し、その素材を特定



３ 海洋ごみはどこから？



富山県の海岸漂着物の発生由来

漂着ごみの流出地別割合＜富山県＞

平成19年度 漂流・漂着ゴミに係る
国際的削減方策調査業務報告書
（平成20年３月 環境省）

＜富山県＞
約８割が自県内由来

県内の海岸に流れ着いている漂着ごみの約８割は県内
河川を通じて海に流出したものと考えられています。

県内の河川を通じて海へ流出



県内河川からのごみ流出実態調査

ペットボトル、空き缶、トレイ、ビニール袋など身の回りのごみが中心
⇒ ポイ捨て、風などで川へ流入
⇒ 減らすことが可能なごみ！

７日間でたたみ21畳分の面積！

河川にオイルフェンスを設置し、流下するごみの量や種類を調査



富山県の街なかの散乱ごみ

（富山県：令和３年度街なかの散乱ごみ分類調査業務）

100m当たりのプラスチックごみの量（個数）



海岸漂着物の発生由来

街なかのポイ捨て防止や清掃活動など、
自分たちの努力で、きれいな海岸を守ることができる！



海洋ごみ問題への意識の向上

【県政モニターアンケート（178名）】（令和３年１１月１日～１５日）

Ｑ. 富山県の海岸に漂着するごみの多くはどこから流れてきていると

思いますか？

正しく認識している
県民は約４割



４ とやま海ごみボランティア部！



県内の海岸には、依然としてほぼ全域で海岸漂着物が確認されてお
り、その約８割は県内河川等を通じて海に流出したものと考えられ
ています。海洋ごみ対策を推進するためには、沿岸部だけでなく上
流域を含む県内全域でのボランティアによる清掃活動や県民の海岸
漂着物の問題への理解の促進が重要です。

（１）

詳しくは「とやま海ごみボランティア部」で検索！
又は右記からとやま海ごみボランティア部のＨＰへ！

海岸漂着物の原因となるごみの発生抑制や、日常的な清掃活動・ご
み拾いなどにみんなで取り組むことを目的とした、県内の企業やグ
ループ 、ボランティア団体等が参加するボランティア部を設立！

【背景】

【とやま海ごみボランティア部】
そのため



【設立記念清掃活動】

令和４年７月３日（日）にとやま海ごみボランティア部
を設立し、「みんなできれいにせんまいけ大作戦2022」
の特別清掃イベントで初めての部活動を実施しました。

（２）

海岸特別清掃の開会式でメンバーを代表して株式会社カターレ富山様に設立の紹介を行っていただきました。

参加人数
１８２名



【メンバーにお願いしたい活動】

• 海岸や街なかでの清掃活動を実施又は参加

• 海洋ごみ問題についての理解を広める活動

（３）

「メンバー」と「とやま海ごみボランティア部事務局」でそれぞれが活動をPR！

メンバーのHPやSNS 県のHPやSNS


